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§１．研究実施体制 （公開） 

 

（１）田口グループ 

① 主たる共同研究者：田口 精一 （北海道大学大学院工学研究院、教授） 

② 研究項目 

・多元ポリ乳酸 P(LA-co-3HB)の微生物合成系の充実 

・P(LA-co-3HB)の大量合成検討と基礎物性解析 

・P(2HB)および P(LA-co-2HB)の生合成検討 

・植物バイオマスからのポリマー合成一貫プロセスの開発 

 

（２）柘植グループ 

③ 主たる共同研究者：柘植 丈治 （東京工業大学大学院総合理工学研究科、准教授） 

④ 研究項目 

・ポリマー生産性の向上 

・脂肪酸高増殖株への移行 

・ホモPHA種類の拡充 

・混合有機酸の原料化 

 

（３）岩田グループ 

①主たる共同研究者：岩田 忠久 （東京大学大学院農学生命科学研究科、教授） 

②研究項目 

・多元ポリ乳酸及びホモ PHA の基礎物性解析 

H25 年度 

実績報告 



 

 

・実バイオマスからのキシラン抽出とポリ乳酸に対する結晶核剤効果の検討 

・多元ポリ乳酸の結晶構造解析 

・中鎖 PHA の結晶構造解析 

・ポリマーブレンドによる複合材料化の検討 



 

 

§２．研究実施の概要  

 

 現在、「多元ポリ乳酸」と「ホモ PHA」の２系統の新規ポリマーの生合成系の充実を図っており、新

たな展開をしている。特に、「多元ポリ乳酸」では、乳酸分率に対応した物性変化の傾向を把握し、

筋のよいポリマーのスクリーニングに移行している。また、「ホモ PHA」においても、均一性の高いホ

モポリマーの生合成系の基盤を確立し、サンプル量に応じた基礎物性解析が進んでいる。さらに、

各種エステル化されたキシランの多元ポリ乳酸に対する核剤効果が特に D 体に対して優位に効果

があり、そのメカニズム解明が進んでいる。多元ポリ乳酸の合成量向上と高分子量化は、酵素と培

養条件の検討により改善が進み、今後連鎖移動剤を考慮した高分子量化技術を導入する予定で

ある。植物バイオマス（草本系材料とパルプ）からのリファイナリー技術開発が前倒しで開始して積

極的に進み、酵素糖化法を経由し多元ポリ乳酸の微生物合成までの一貫プロセスのプロトタイプ

ができたので、ホモ PHA も含めさらに進展させる予定である。 
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